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１． はじめに 決を行うための学習活動を支援するサービス・設備

が必要であるとの認識が高まっている。  現在EUにおいては、高等教育の競争力を強化す

る目的で、ボローニャ・プロセス（Bologna Process）と

いう計画が建てられ、その取組みが積極的に推進さ

れている。ボローニャ・プロセスにおいては、学習成

果（ラーニング・アウトカムズ）の設定を適切に行うこ

とが目指されている。このような学習成果を志向する

高等教育改革を実質化していくにあたっては、学生

の自主的な学習を支援する学習の場の確保・整備

が必須であり、大学図書館の学習支援機能にも大き

な影響を与えていると考えられる。 

 一方、アメリカの高等教育においても、学習成果へ

の関心が高まっており、現在多くの大学がそれぞれ

のミッションに基づく学習成果の開発と育成に乗り出

しているが、特に大学図書館によるアプローチの1

つとして、新しいタイプの学習支援スペースである

「インフォメーション・コモンズ」が挙げられる。 

 インフォメーション・コモンズとは、一般的に電子的

資料やコンピュータ資源、情報ネットワークなどの環

境を整備し、グループ学習などの学生の自主的な

学習、そしてそれを支援するための人的リソースに

特に重点が置かれている学習スペースのことをさす

言葉である。インフォメーション・コモンズの明確な定

義は未だに存在しないが、様々なリソースにアクセ

スできるデジタル環境・オンライン環境、グループ学

習室、そして、司書、もしくは司書とコンピュータ・サ

ービス職員の両方が配置されたレファレンス・デスク

が主な特徴であり、デジタル環境と学生の自立的学

習の支援を重視した学習スペースであると定義され

る場合が多い。 

 そこで本研究では、ボローニャ・プロセスの進展に

おける高等教育の実質化の実態を明らかにする。特

に大学図書館の学習支援機能に着目し、ボローニ

ャ・プロセスの進展がそれらに与える影響について

考察する。具体的な対象国はポルトガルとし、EUの

高等教育政策が与えた影響を、ポルトガルの大学図

書館において検証する。 

 

２． 文献調査 

 まず、文献調査により、EUにおける高等教育政策

の概歴およびボローニャ・プロセスの概要を把握し、

ボローニャ・プロセスと大学図書館との関わりを検証

した。 

 ボローニャ宣言をきっかけとして設立された欧州高

等教育質保証協会（European Network for Quality 

Assurance）が発表した『欧州高等教育圏における質

保証の基準とガイドライン』においては、学生は学習

を支援するための「図書館やコンピュータ等の物的

リソースから、チューターやカウンセラー、その他の

アドバイザーのような人的支援まで」多様なリソース

を利用するべきであると述べているが、インフォメー

ション・コモンズという概念には、これらがすべて内

包されている。このことから、ボローニャ・プロセスの

実質化に対する回答として、インフォメーション・コモ

 ボローニャ・プロセスにおいて大学図書館への直

接の言及は見られないものの、学習成果や生涯学

習を重視するボローニャ・プロセスの実質化に際し

て、EUの大学図書館では、学生が自立的に問題解 
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ンズの導入は十分に考えられることであろう 

 そこで、本研究では、先行研究の内容を検討し、イ

ンフォメーション・コモンズの定義を行ったうえで、そ

の概念を軸に、ポルトガルにおける大学図書館の実

態を検証することとした。 

 

３． 質問紙調査 

 プレ調査として、ポルトガルの全大学図書館 139

館に対し、全体的な傾向を把握するための質問紙

を郵送した。この質問紙調査の結果から、「ポルトガ

ルの大学図書館においてはインフォメーション・コモ

ンズのようなモデルは普及してはいないものの、ボ

ローニャ・プロセスの進展に際してはグループ学習

室や電子的資料へのニーズの高まりがあり、図書館

はそれらに対する対応を行っている」という仮説を立

てた。この仮説を実証するため、現地での事例調査

を行った。 

 

４． 事例調査 

 事例調査は、アルガーヴェ大学中央図書館、セト

ゥーバル・ポリテクニク教員養成スクール図書館（以

下 CRE）、リスボン新大学科学技術学部図書館、お

よびポルトガル・カトリック大学ジョン・パウロ 2 世図

書館の 4 館を対象に行い、本研究におけるインフォ

メーション・コモンズの定義に従って、（1）電子的資

料及びそれらにアクセスが可能な設備、(2)人的支

援その結果、(3)自律的・主体的な学習を支援する

ための設備、(4)大学内外の他部局との連携に着目

し、図書館員に対するインタビュー等を行った。そ

の結果グループ学習室や情報ネットワーク環境、電

子的資料などの学習支援機能が整えられていると

いう動きは各々の図書館でみられたものの、ボロー

ニャ・プロセスの影響は、現段階では機関の教務部

門において見られるものであって、図書館への直接

的な影響はまだ先であり、現在の整備状況はボロー

ニャ・プロセスの影響ではない、と図書館員には考

えられているということが明らかとなった。 

 また、ポルトガルにおいてインフォメーション・コモ

ンズはまだそれほど普及していないことがわかった

が、今後ボローニャ・プロセスが進展するにつれて、

名称は異なれどもインフォメーション・コモンズへと

昇華していきそうな芽を、特にCREにおいて見つけ

ることができた。CRE のコンセプトにはインフォメー

ション・コモンズとの共通点が多く見受けられ、また、

図書資料以外にも、多様なリソースや設備をCRE内

の異なる部局がそれぞれ管理している。これらのリ

ソースや設備は授業や課題等で使用されているた

め、大学の教員や他部局との連携を行いやすい環

境にあるといえる。これらの設備を図書館が管理し

ていることは、今後、インフォメーション・コモンズの

重要な要件である大学内の他部局との連携に広が

っていく可能性を感じさせる。 

 

５． まとめ 

 本研究では、ボローニャ・プロセスにおける質保

証の観点、とりわけ学習成果への重要視が、ボロー

ニャ・プロセスと大学図書館とを繋ぐキーワードであ

ることを明らかにした。また、ボローニャ・プロセスが

大学図書館の学習支援機能に与える影響の実態を、

アメリカの大学図書館における新しい動きであるイ

ンフォメーション・コモンズを軸としてポルトガルにお

いて検証し、図書館員にその自覚はないものの、電

子的資料や設備、利用者教育、そしてグループ学

習室にその影響が見られることが明らかとなった。さ

らに、インフォメーション・コモンズはポルトガルにお

いてはまだそれほど普及していないものの、今後イ

ンフォメーション・コモンズへと発展していきそうな萌

芽を指摘することができた。 
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